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甲府地区における花粉の観測結果  
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花粉症アレルギー（花粉症）の原因となる花粉は約60

種が報告されている 1)。当所では、毎年1月から5月ま

での春季の花粉症の主な原因植物であるスギ及びヒノキ

花粉を観測し、ホームページで情報提供を行っているが、

今回観測期間を延長して通年の飛散状況を調査した。調

査対象として、スギ及びヒノキ以外の花粉症の代表的な

原因植物の花粉も併せて観測したので報告する。 

 

調査方法  
 

１ 捕集場所  

当所（甲府市富士見1－7－31）屋上（４F建） 

 

２ 捕集方法と同定方法 

ダーラム型花粉捕集器で捕集した。ワセリンを塗布し

たスライドガラスに付着した花粉をゲンチアナ紫ゼリー

で染色し、カバーガラス（18×24mm）で封入した。光学

顕微鏡を用いて、カバーガラス全視野の花粉をカウント

し、その後1ｃｍ2の単位に換算し、飛散数とするとと

もに大きさ及び形態の特徴から同定した２）～6）。 

 

３ 捕集期間および時間 

捕集期間：2014年1月から2015年12月 

捕集時間：午前9時から翌日午前9時（計24時間） 

 

４ 調査対象 

国内の代表的な花粉症の原因となる計10種について

同定をした。 

10種の内訳は、木本植物であるスギ、ヒノキ、マツ、

カバノキ、クヌギ・ハンノキ、コナラ、クルミ、草本植

であるイネ、ブタクサ、ヨモギで、同定困難だった花粉

はその他とした。 

 

結果と考察 

 

１ 飛散状況 

飛散状況は、図のとおり。観測数のピークは木本植物

が4月または5月で、草本植物は複数の月にみられた。 

木本植物が観測された月は、マツは通年、クヌギ・ハ

ンノキは1月から6月及び9月、コナラは3月から7月、

カバノキは1月から9月、クルミは1月から5月であっ

た。草本植物が観測された月は、イネは9月から11月、

ブタクサは4月から11月、ヨモギは9月から10月であ

った。 

観測数のピークが複数の月にみられた草本植物のイ

ネ、ブタクサ、ヨモギは、夏から秋の花粉症の原因とし

て知られている 1)。 

岸川8)が作成した1976年の甲府のイネ科のカレンダー

では、春から初夏にかけての第1峰と晩夏から晩秋の第

2峰からなる2峰性を示しているが、本調査ではイネは、

3峰性を示した。 
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２ 観測数 

2年間の観測数は多い順に、マツ1358.8個/cm2＞コナ

ラ909.8個/cm2＞クヌギ･ハンノキ813.1個/cm2、クルミ

70.9個/cm2で、草本植物はイネ120.1個/cm2＞ブタクサ

59.5個/cm2＞ヨモギ9.1個/cm2で、その他（926.0個/cm2）

がマツに次いで多かった。 

本県は県土の 78％を森林が占める自然豊かな森林県

である 8)、9)。人工森林が森林面積の約44％を占め、その

種はスギ、カラマツ、ヒノキ及びアカマツが中心である。

木本植物の花粉は風媒花で、飛散距離が100kmを越える

ことがある。1)、4)このためスギ、マツ及びヒノキが上位

を占めたと考えられた。草本植物は背丈が高くないため

飛散範囲は狭く、1983年千葉市内の広い水田の一角にあ

るブタクサ属花粉の水平分布調査では、花粉源から最大

で 100ｍまで花粉が放出されたのが確認されている 4)。

岸川らは、1986年7月からの継続的な調査において捕集

された空中花粉の種類は、①ほとんど変化ないこと、②

木本植物の花粉数が多く草本植物の花粉が少なかったこ

と、を報告している 7）。本調査の結果は、岸川らの調査

結果と同様の傾向を示した。 

 

３ スギ、ヒノキ（飛散時期以降の観測） 

甲府地区のスギ及びヒノキの花粉飛散が終了した日

は、4月下旬(スギ)、5月上旬(ヒノキ)であるが、花粉飛

散終了後から12月末までの月別の観測数は表2に示した

とおり。スギ花粉の秋の飛散に関しては、岸川らが全国

の11施設で実施した調査によると、各地で10月から12

月にかけて、ごく僅かなスギ花粉が捕集されたと報告し

ている 10）。平らも、季節はずれの飛散として、富山県杉

谷で10月からのスギ花粉の飛散を認めている 11）。また、

ヒノキに関しては、環境省が作成した「花粉症保健環境

マニュアル」1)で秋に飛散することがあると紹介されて

いる。本調査においても、飛散終了後に僅かな個数のス

ギ及びヒノキが飛散していることを確認した。 

 

４ 今後の課題 

現在は、春季の花粉症の主な原因となっている2種（ス

ギ、ヒノキ)の花粉観測数を花粉情報として県ホームペー

ジ上で公開している。菅谷ら12）はスギ花粉の秋の飛散が、

皮膚炎が発症する起因となる可能性があることを報告し

ている。スギ以外の花粉に関しては、横関 13）が秋に発症

する花粉皮膚炎は、スギ花粉による皮膚炎とブタクサ、

ヨモギ花粉により秋花粉皮膚炎であることを報告してい

る。このように、一部の花粉が夏から秋の皮膚炎の原因

となることからも、今回調査した10種の花粉の通年の飛

散数を観測し、運用中の花粉情報で情報提供を実施する

ことは意義があると考えられた。 
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表2　飛散時期以降のスギとヒノキの観測数（月）

2014 2015 計 2014 2015 計

5 0.0 0.4 0.4 0.2 0.4 0.6

6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0 0.2

8 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.5

9 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4

10 1.1 1.9 3.0 0.0 0.5 0.5

11 4.0 1.7 5.7 0.0 0.0 0.0

12 0.0 0.6 0.6 0.0 0.0 0.0

計 5.3 4.6 9.9 1.3 0.9 2.2

単位：個/cm
2

スギ ヒノキ
月/年


